
東郷町、時間守って明るい町に

く じけないで
山田君に県知事の激励文

　福瀬小学校1年生の山田直人く

ん（広瀬）に県知事から激励文と

入学祝いが贈られました、

　これは、交通事故や産業災害な

どで両親または片親を失った遺児

が、環境にくじけず健やかに育っ

てしほいと小学校入学を祝って贈

られ激励されるものです、

　恵人くんは、昭和48年2月に事

故で父親をなくし、現在母親と弟

の3人暮らしですが、片親という

逆境にもまけずに元気な毎日をす

ごし、一諸に入学した18名の仲間

たちとなかよく勉強しています。

　5月9日に、校長室で直人くん

に伝達きれましたが、同席した母

親と一諸に贈られた百科図鑑と激

励文をひろげて見る直人くんに、

校長先生や担任の先生がはげまし

のことばをかけていました。

友はみな兄の如くも思はれて
昭和53年 6月号第324号

甘えまほしきフ≒月となる
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県
内
初
の
無
煙
突

　
日
向
、
門
川
、
東
郷
の
一
市
二
町
て
建
設
す
る
「
日
向
地
区
斉
場
東
郷
霊
苑
（
火

葬
場
）
」
の
工
事
が
こ
の
ほ
ど
着
工
さ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
施
設
は
、
日
向
市
の
施
設
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
広
域
行
政
の
一
環
と
し
て

本
町
小
野
田
の
城
ケ
尾
に
設
置
き
れ
る
も
の
て
す

　
特
徴
と
し
て
、
火
葬
炉
か
ら
出
る
煙
を
再
燃
炉
に
送
り
完
全
燃
焼
を
行
な
い
煙
や

臭
気
が
外
に
出
な
い
方
式
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
火
葬
場
と
は
全
く
イ

メ
ー
ジ
の
ち
が
う
煙
突
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
，

織
“汐

蕉四一ポ’凝鼻
う　　みレ　　ぼ　れ

∫簿撫・
畢∵讐∵：醸

施設の完成想像図

火
葬
炉
は
四
通

〈わいれをする3市町長

　
こ
の
施
設
は
、
総
事
業
費
二
億
一
千

万
円
て
、
一
五
、
六
五
三
平
方
q
の
敷

地
の
な
か
に
本
館
、
管
理
人
住
宅
、
納

骨
堂
の
一
．
棟
を
建
設
し
ま
す
か
、
本
館

は
、
鉄
筋
コ
ノ
ッ
リ
ー
ト
平
屋
建
て
で

紺葬

ﾕ
』
陳
、
弾
け
△
口
・
三
鼎
埋
巳
陳
の
六
二
〔
Ψ
－

カ
“
か
ら
な
つ
、
葬
祭
棟
に
は
四
基
の

左
葬
炉
と
告
別
挙
か
設
ナ
ら
れ
ま
す
、

　
ま
た
、
待
合
・
管
理
棟
は
、
葬
祭
棟

と
渡
」
り
廊
下
で
結
び
、
七
〇
平
方
が
の

洋
室
と
十
畳
の
和
室
二
間
、
売
店
、
事

務
所
が
設
置
さ
れ
ま
す
、

　
管
理
人
住
宅
は
、
木
造
平
屋
建
て
て

七
一
平
方
u
。
駐
車
場
は
、
常
時
四
（
、

～
五
こ
台
が
収
容
て
き
る
よ
う
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
．

短
縮
さ
れ
る
待
ち
時
間

　
こ
の
事
業
の
建
設
か
ら
管
理
、
運
営

に
つ
い
て
は
、
門
川
町
と
本
町
か
ら
委

託
を
う
け
た
日
向
市
が
実
施
し
ま
す
か

南
郷
、
西
郷
、
北
郷
、
諸
塚
、
椎
葉
の

難解i

各
村
も
建
設
一
時
負
担
金
を
負
担
し
て

お
り
こ
の
施
設
が
利
用
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
完
成
後
は
、
三
市
町
の
住
民
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所
、
役
場
て
火

葬
許
可
の
手
続
き
が
て
き
る
よ
う
に
な

る
ほ
か
、
待
ち
時
間
も
こ
れ
ま
て
の
半

分
以
下
に
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ナ
、

で
に
比
へ
大
変
便
利
に
な
り
ま
す

　
計
画
で
は
、
建
物
を
白
色
で
仕
f
デ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
て
、
秋
に

は
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
近
代
的
な
施

設
と
し
て
完
成
し
、
広
く
地
域
庄
民
に

利
用
尊
、
・
れ
る
こ
と
に
な
う
ま
す

懸
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健
康
は
宝
物

成
人
病
予
防
教
室
を
開
催

　
町
て
は
、
成
人
病
の
予
防
対
策
事
業

と
し
て
、
今
年
度
か
ら
「
成
人
病
予
防

教
軍
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
生
盾
水
準
が
向
上
し
て
食
生

受
も
豊
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
食
事

（
栄
養
面
）
と
連
動
面
の
ア
ン
バ
ラ
ノ

ス
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
病
気
が
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
、

　
こ
の
た
め
、
今
年
度
は
特
に
「
高
皿

圧
症
「
て
悩
ん
で
い
る
方
を
対
象
に
、

治
療
法
や
食
事
療
法
な
と
を
保
健
所
、

農
業
改
良
普
及
所
か
ら
専
門
の
講
師
を

招
い
て
指
導
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た

こ
わ
い
「
高
血
圧
」

　
こ
の
教
室
は
、
年
間
に
六
回
の
開
設

て
、
個
人
的
に
ま
た
総
合
的
に
診
断
、

指
導
を
う
け
る
た
め
、
医
療
と
食
生
盾

の
両
面
で
成
果
か
あ
る
も
の
と
期
待
き

れ
ま
す

　
成
人
病
の
な
か
て
最
も
死
亡
率
の
高

い
の
が
「
脳
い
っ
皿
」
で
す
。
高
血
圧

症
の
方
は
特
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

　
何
も
の
に
も
替
え
が
た
い
宝
物
、
そ

れ
は
「
健
康
「
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

・、

j
こ
の
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

教
室
の
日
程

教
室
の
年
間
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
つ

に
な
r
ノ
て
い
ま
す
。

第第第第第第
六fL四三ニー
同上回同回回

六
月
二
十
日

七
月
二
十
七
日

目
月
二
十
九
日

九
月
二
十
八
日

↑
一
月
二
十
九
日

一
月
十
日

　
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
、

場
所
は
中
央
公
民
館
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）
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．
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．
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．
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地
元
採
用
が
倍
に

　
羽
坂
区
て
医
療
器
具
の
製
造
を
し
て

い
る
メ
テ
イ
キ
ソ
ト
株
式
会
社
（
中
島

弘
明
社
長
）
は
、
製
品
の
需
要
が
増
加

し
た
た
め
、
羽
坂
区
日
ケ
道
に
新
工
場

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
う
ま
し
た
。

　
新
工
場
の
用
地
は
、
町
有
地
の
払
い

下
げ
を
受
け
た
も
の
で
、
五
月
二
十
日

に
役
場
で
木
村
町
長
と
中
島
社
長
が
用

地
売
買
契
約
の
調
印
を
し
て
い
ま
す
．

　
八
月
末
に
は
完
成
の
予
定
て
す
が
、

不
況
が
続
き
企
業
の
倒
産
が
相
次
ぐ
な

か
で
、
工
場
が
拡
大
さ
れ
地
元
採
用
者

が
こ
れ
ま
て
の
二
倍
に
ふ
え
る
計
画
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
は
も
と
よ
り
、

町
民
か
ら
大
き
な
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

調
印
す
る
木
村
町
長
（
左
）
と

中
島
社
長

／　
●幽思注
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発多が病三巴の鶏

　
鶏
の
　
、
伝
染
性
喉
頭
気
管
楚
「
が
児

湯
地
区
、
東
臼
杵
地
区
（
と
く
に
日
向

市
美
々
津
、
東
郷
町
議
迫
）
に
大
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
病
原
菌
は
ウ
イ
ル
ス
菌
て
、
感

染
に
よ
っ
て
病
気
が
広
か
っ
て
い
き
ま

す
が
、
防
疫
対
策
に
つ
い
て
生
産
者
は

も
ち
ろ
ん
、
家
畜
保
健
所
、
町
に
お
い

て
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
当
該
地
区
か
ら
搬
出
さ
れ
る

肥
料
用
鶏
糞
か
町
内
一
円
に
持
ち
こ
ま

れ
て
お
う
、
現
在
山
陰
地
区
に
お
い
て

も
プ
ロ
で
ラ
ー
生
産
事
業
計
画
が
推
進

き
れ
て
い
る
た
め
、
町
て
は
、
未
発
生

地
区
の
防
疫
対
策
と
し
て
、
発
生
地
区

か
ら
搬
入
き
れ
る
鶏
糞
処
理
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
こ
と
を
守
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。守

る
べ
き
事
項

一
　
　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
者

　
m
大
型
鶏
糞
処
理
工
場
を
設
置
し
て

　
い
る
会
社
系
列
の
生
産
者
は
、
工
場

　
に
待
ち
こ
♪
ゴ
途
中
、
ト
ラ
ノ
ク
か
ら

　
鶏
糞
が
飛
散
し
な
い
よ
う
な
防
護
措

　
置
を
湿
し
る
。

　
ω
処
理
工
場
を
も
た
な
い
会
社
系
列

　
の
生
産
者
は
、
↑
日
か
ら
二
週
間
の

　
堆
積
を
行
な
い
発
酵
し
た
後
に
鶏
糞

　
の
搬
出
を
す
る
。

2
　
一
般
農
家
が
、
肥
料
用
と
し
て
購

　
　
入
し
た
場
合

　
ω
生
産
団
地
か
ら
は
、
生
産
者
の
守

　
る
へ
き
措
置
を
と
っ
た
鶏
糞
が
搬
出

　
き
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

　
生
の
も
の
が
搬
入
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

　
り
ま
す
。
購
入
す
る
と
き
に
特
に
注

　
意
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
。

　
ω
生
の
鶏
糞
の
場
合
は
乾
燥
し
て
い

　
る
の
で
、
発
酵
し
ゃ
す
い
よ
う
に
散

　
水
し
て
堆
積
し
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
て

　
お
お
い
十
分
発
酵
し
た
あ
と
使
う
。

　
㈹
搬
入
し
て
早
速
使
用
す
る
場
合
は

施
用
部
を
土
で
お
お
い
飛
散
し
な
い

　
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
課
）
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付受張出の係金年●祉福

　
児
童
手
当
の
現
況
届
け
と
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続

き
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
印
鑑
と
保
険
証
を
、
老
人
医

療
費
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
印
鑑
、
保
険
証
、
受
給
認
証
を

ご
持
参
く
だ
き
い
。
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を
ご
侍
恥
く
だ
さ
い
。

　
出
張
受
付
の
日
程
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
（
住
民
課
）

日 区　名 場　　　　月

U月26日（月）
13時30分～15時

@　ト
甘寺　「迫 寺　迫公民館

氈@瀬　〃

@6月27日（火）
9時30分～11時

P3時30分～15時

｛小野田11鶴野内

老人福祉館
ﾟ野内公民館

U月28日（水）

9時30分～11時

P3時30分～14時

P4時30分～15時

　　1
…迫野内 迫野内公民館

ｪ重原　〃
c　野　〃

一　6月29日（木）
9時30分目11時

P3時30分～15時

　　　一
演H　　坂．

P仲　　深．
羽　坂公民館

6月30日「金）

9時30分～11時

P4時30分～15時30分

P3時30分～14時

坪　　谷
z　　表
ｺ渡川1

坪谷保育所
O才集会袖
ｺ渡川　〃

一

　
「
身
体
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に

よ
る
助
成
金
制
度
」
と
い
う
の
を
ご

存
じ
で
す
か
．
、

　
企
業
が
身
体
陪
げ
害
者
や
結
…
神
薄
弱

助成金の支給申請手続き等の流れ
に・隔鞍面肩

謹「臨

lr一一

毎

巾
謄．
話
①

臨
酪
．

①各種華㌔繕の、、己べ等！脂導

⑤受粘膏格恥．「之申請セ1｝・意見三．等 各者随府県心身障
Q．者雇用促進協会

．◎受給資格の既定・不認定の決定通知

A受給の6轟求

8助成争　支羊。1客を定通瑚殴び｝垂翁通細】

、

雪
⑥

⑤　　｛

P　⑤
⑤
尋

掌 ．h Cロ「幽． ﾉ振込　　　　　　　　　　　　　　　　　q一
身体障害者曜明促一　一一一厘匪亜畔＿＿こデ．一
｝
進協会

野

小
．
一
イ
，腿

者
を
新
た
に
雇
う
場
合
、
作
業
設
備

や
職
場
の
環
境
を
改
善
し
た
り
、
特

別
の
指
導
を
行
う
な
ど
の
経
済
的
負

担
が
か
か
り
ま
す
。
助
成
金
制
度
と

い
う
の
は
、
こ
う
い
つ
た
企
業
の
経

済
的
負
担
を
軽
く
し
、
身
障
者
を
雇

い
入
れ
や
す
く
し
ょ
う
と
い
う
も
の

で
す
、

　
こ
れ
は
昭
和
五
十
二
年
か
ら
は
じ

め
ら
れ
た
も
の
で
、
つ
ぎ
の
四
琶
類

の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
●
身
体
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等

助
成
金

　
身
体
障
害
者
を
常
勤
労
働
者
し
こ

て
雇
用
す
る
た
め
に
、
新
た
に
作
業

施
設
を
設
け
た
り
、
没
備
を
す
る
の
．

に
必
要
な
経
費
　
の
二
分
の
一
が
助
成

さ
れ
ま
す
。
限
度
額
は
四
百
万
円
、

　
●
身
体
障
害
者
等
住
宅
確
保
助
成

金　
障
害
者
等
を
雇
用
す
る
の
に
、
宿

舎
を
新
築
す
る
と
か
、
増
築
、
改
築

な
ど
に
必
要
な
経
費
の
二
分
の
．
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

　
助
成
金
の
限
度
額
は
、
①
単
身
者

住
宅
百
．
．
一
＋
万
円
、
②
世
帯
用
住
宅

は
一
∵
日
万
円
で
す

　
●
身
体
障
害
者
等
専
任
指
導
員
設

置
助
成
金

　
身
障
者
の
職
業
生
活
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
た
り
、
指
導
を
す
．
る
た
め

に
専
任
指
導
員
を
置
い
て
い
る
場
合
、

指
導
員
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
一
．
．
分

の
一
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
限
度
額
は

月
額
五
万
円
で
、
支
給
期
間
は
五
年

間
で
す
。

　
●
重
度
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所

施
設
設
置
等
助
成
金

　
重
度
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
を
多

く
亀
い
入
れ
る
た
め
に
、
特
別
の
施

し
賦
、
設
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
所
に
、
そ
の
経
費
の
一
一
分
の
．

が
助
成
さ
れ
ま
す
．
限
度
額
は
五
f
r

万
円
ま
で
．

　
な
お
、
助
成
金
を
受
け
る
に
は
、

都
道
府
県
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
協

会
で
交
付
さ
れ
る
身
体
障
害
者
助
成

金
謎
定
申
請
井
と
、
こ
の
申
請
書
に

関
す
る
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

長
の
意
見
麹
、
ま
た
は
証
明
書
を
添
え

て
、
同
協
会
ま
で
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
公

共
職
業
安
定
所
か
都
道
府
県
心
身
障

害
者
雇
用
促
進
協
会
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
．

町報とうこう
（5）

私

達

　
私
達
の
地
域
は
、
国
道
十
号
線
よ
り

西
へ
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
い
っ
た

と
こ
ろ
で
、
寺
迫
公
民
館
区
で
も
山
間

部
に
位
置
す
る
静
か
な
農
山
村
地
帯
で

す
。　
以
前
は
、
み
か
ん
園
と
林
業
経
．
営
の

の
ど
か
な
地
域
環
境
で
し
た
が
、
近
年

は
　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
経
営
す
る
農
家
が

増
え
、
ま
た
若
い
人
は
会
社
へ
勤
め
る

な
ど
、
特
に
女
性
の
職
業
の
形
態
が
変

っ
て
来
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
昼
間
の

婦
人
の
集
ま
り
が
困
難
に
な
っ
て
来
た

佐藤さんに

緑化功績の県知事表彰

の

婦
人

一
迫

黒

こ
と
は
事
実
で
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

会
員
の
結
び
つ
き
は
強
く
、
毎
月
の
婦

人
学
級
．
に
は
家
庭
に
わ
け
る
婦
人
の
立

場
や
生
活
面
へ
の
学
習
意
欲
は
高
い
よ

う
で
、
他
の
地
区
よ
り
参
加
者
は
多
い

方
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
問
題
等
に
つ
い
て
会

員
の
話
し
合
い
の
場
を
、
今
ま
で
は
必

要
に
応
じ
て
開
い
て
い
た
も
の
を
、
昭

和
五
十
二
年
度
か
ら
毎
月
第
一
土
曜
日

の
夜
を
婦
人
の
定
例
会
と
決
め
て
、
楽

し
い
集
い
の
時
間
に
し
て
い
ま
す
．
，

　
追
野
内
区
の
佐
藤
文
作
さ

ん
が
、
山
林
緑
化
の
功
績
者

と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、

昭
和
十
七
年
森
林
　
　
　
　
　
岬

組
合
設
立
と
同
時
㌦

に
同
所
に
勤
務
し

山
林
が
町
面
積
の

八
割
を
占
め
る
本

町
で
は
、
林
業
基
盤
の
整
備

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
て
、
当
時
四
C
♂
だ
っ
た

二
『 自

己
造
林
地
を
現
在
で
は
、

杉
七
〇
診
、
く
ぬ
ぎ
一
〇
欝

に
拡
大
す
る
な
ど
山
林
緑
化

　
　
　
　
の
重
要
性
を
深
く

　
　
　
　
認
識
し
て
、
多
年

　
　
　
　
に
わ
た
る
自
然
環

く
　
病
身
の
現
在
も
、

の
愛
情
は
入
に
負
け
な
い
と

い
う
佐
藤
き
ん
で
す
。

8
境
の
保
護
と
創
出

　
に
つ
い
て
の
功
績

　
が
認
め
ら
れ
た
も

　
の
で
す
、

　
　
　
　
　
山
林
へ

木

会咲
子

　
し
か
し
、
都
市
化
現
象
と
で
も
い
う

の
で
し
ょ
う
か
、
職
業
が
多
様
化
し
た

昨
今
で
は
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
て
も

以
前
の
よ
う
な
心
の
つ
な
が
り
が
薄
く

な
り
っ
つ
あ
り
、
何
か
し
ら
淋
し
く
又

心
配
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
中
か
ら

本
年
度
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
練
習
し

て
み
よ
う
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
第
三

日
曜
日
地
区
の
農
休
日
の
午
後
、
公
民

館
の
庭
で
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
若
い
人
は
殆
ん
ど
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
四
十
歳
以
上
の

方
は
初
め
て
の
人
も
多
い
よ
う
で
、
ボ

ー
ル
が
な
か
な
か
上
が
り
ま
せ
ん
。
ボ

ー
ル
が
手
か
ら
は
な
れ
る
と
、
高
く
上

っ
て
い
る
時
よ
り
ボ
ー
ル
拾
い
を
し
て

い
る
方
は
何
倍
も
の
時
間
を
費
す
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
天
候
の
問
題
等
も
あ
り
、

現
在
で
は
農
休
日
の
前
夜
、
つ
ま
り
第

三
土
曜
日
の
夜
に
小
学
校
の
体
育
館
で

若
い
人
も
年
輩
の
人
も
一
諸
に
思
い
つ

き
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
．
、
こ
う
し
て
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

無
心
に
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
回
り
我

に
返
っ
た
時
、
一
汗
流
し
た
後
の
休
憩

時
間
で
こ
の
時
ば
か
り
は
誰
は
ば
か
る

こ
と
な
く
ユ
」
口
い
た
い
放
題
で
す
。

　
普
段
で
す
と
角
の
た
っ
話
で
も
、
こ

ん
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
場
で
は
良
き
に

つ
け
悪
し
き
に
つ
け
感
情
的
に
な
る
こ

と
も
な
く
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
時
は
危
な
く

な
り
．
か
け
た
私
達
婦
人
会
も
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
ガ

ッ
チ
り
し
た
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
庭
に
お
い
て
も
理
解
あ
る
お
姑
き

ん
の
お
陰
で
若
い
人
は
子
供
を
預
け
練

習
に
行
き
や
す
い
状
態
に
し
で
く
れ
ま

す
し
、
お
互
い
に
い
た
わ
り
、
ゆ
ず
り

合
い
の
精
神
の
も
と
で
楽
し
い
家
庭
づ

く
り
が
出
来
て
い
る
様
で
す
。

　
同
時
に
主
人
た
ち
に
も
、
婦
人
会
活

動
の
一
つ
と
し
て
組
織
の
強
化
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
～
o
と
始
め
た
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
ゼ

き
、
相
手
役
と
し
て
又
コ
ー
チ
と
な
り

進
ん
で
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
、

　
そ
し
て
、
昨
年
秋
の
町
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
で
は
優
勝
し
、
輝
か
し
い
記

録
を
残
し
ま
し
た
。
町
で
優
勝
し
た
ら

今
度
は
郡
大
会
へ
と
夢
は
広
が
り
ま
す

が
、
冷
静
に
考
え
る
と
き
、
そ
の
よ
う

な
目
標
に
向
っ
て
前
進
す
る
こ
と
は
確

か
に
良
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
な

る
と
一
部
の
会
員
に
限
ら
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
心
配
も
あ
り
．
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
始
め
た
動
機
を
返
り
み
る
時
、

婦
人
会
の
組
織
づ
く
り
で
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
原
点
に
戻
る
こ
と
の
尊
き
を
考
え
、

あ
く
ま
で
レ
ク
リ
エ
：
シ
ヨ
ン
と
し
て

会
員
の
全
員
参
加
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　
又
、
日
頃
家
庭
や
仕
事
先
で
不
満
や

他
に
や
り
場
の
な
い
憤
り
を
ボ
ー
ル
に

ぶ
つ
つ
け
、
家
路
に
つ
く
頃
は
天
下
で

も
取
一
・
た
様
な
優
越
感
に
ひ
た
リ
ス
ト

レ
ス
解
消
や
健
康
な
身
体
づ
く
り
と
役

に
立
ち
明
日
の
生
活
の
糧
と
な
一
・
て
現

わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
私
達
の
婦
人
会
は
バ
ン
ー

ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
睦
を

深
め
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
き
を
知

り
、
同
時
に
共
に
汗
を
流
し
た
会
員
同

志
や
支
援
し
て
下
さ
っ
た
方
々
と
の
話

し
合
い
の
中
か
ら
、
地
域
に
於
て
の
婦

人
の
役
割
り
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
≒
、

ま
し
た
。

　
世
の
中
完
ぺ
き
な
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
が
長
所
、
短
所
を
補

い
合
っ
て
こ
そ
生
活
が
成
り
立
つ
r
仔

　
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
婦
人
一
人
の
力
は
弱
い
も
の
で
す
，

し
か
し
、
婦
人
会
と
い
う
団
体
の
強
毒
・
・

は
計
り
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
．
、

　
今
後
も
き
ら
に
充
実
し
た
活
動
へ
と

前
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
青
少
年

が
健
や
か
に
育
つ
住
み
よ
い
、
心
豊
か

な
地
域
環
境
づ
く
り
に
も
、
私
達
婦
人

会
が
し
っ
か
リ
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
．
，

殉ノ＼
〇一
〆＼

塾
、
Q
灘
　
　
一
“
●
の
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所
得
税
の
特
別
減
税

　
今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還

付
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
．

　
還
付
尊
・
・
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
．
．
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年

分
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と
き
は
、

そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
．
．

　
そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

ま
し
ょ
う
．
．

へ
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
V

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和
五

十
二
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人
で

3　曾

す
．
一
た
だ
し
、
利
子
・
配
当
な
ど
の
源

泉
分
離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
還

付
さ
れ
ま
せ
ん
．
．

へ
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
V

馬
．
，
：
、
ζ
．
、
．
．
戸
．
，
：
．
，
，
．
9
亀
，
⊃
、
、
．
7
．
，
、
，
．
ら
，
，
ζ
8
，
b
．
．
，
～
盲
し
・
♪
、
・
9
．
．
、
㌧
ら

ゼ》㌔’㌔～～．9．n’．ゼe”・，・’“vφ．～、・’6．w

識
h
旺
．生
《
．
豆

f
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

　
本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
六
月
～
七
月
ご
ろ
、
勤
務

先
か
ら
還
付
き
れ
ま
す
．
、
し
か
し
、
給

与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
二
か
所

以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め

に
確
定
申
告
を
し
た
人
で
、
勤
務
先
か

ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は

そ
の
分
に
つ
い
て
は
、
次
に
説
明
す
る

〃
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
〃
と
同
じ

方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

（
④
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

　
　
　
　
　
　
．
9
「
　
、
ρ
㌔
．
．
9
ρ
’
ノ
σ
。
「
ノ
⊃
　
9
●
’

　　掃除機の掃除も

　　　　　　お忘れなく

　電気掃除機のホコリはこまめに捨

てましょう，

　ホコリがつまったままで掃除をつ

づけても、吸い込む能力は低下する

一方で、モーターの負担も増し、電

気をくうゼけでなく掃除機の寿命も

短かくなります．

プラスチックは

まとめて捨てる

　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
下
さ
い
．
、
そ
う
し
ま
す
と
、
税

務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が
送

ら
れ
て
き
ま
ず
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知

書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取

る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
．

③
そ
の
他
の
人
の
場
合

　
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人

な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て

く
だ
き
い
，
二
の
場
合
、
昭
和
五
十
二

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
期
限
後
・
の
確
定
申
告
を
し

て
、
特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た

ず
ね
く
だ
委
、
・
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

、
、
「
．
．
－
、
・
．
・
囎
㌧
：
ノ
9
層
．
・
’
，
．
．
亀
．
，
、
．
．
9
・
、
し
・
．
㌔
し
r

　ごみといってもいろいろありま

す，ことにプラスチック類はもやす

と有毒ガスを発生するものもあり、

それを防ぐためには大変な費用がか

かります，

　プラスチックは他のごみと別に捨

てるようにしましよう。そうすれば

資源として再び活用きれます．
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、
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塾
♪
，
．
．
・
、
・
、
．
・
．
．
㍉
ρ
p
．
・
．
’
．
，
：
－
’
，
：
．
，
．
、
・
，
．
、
」
．
・
冒
こ
’
．
・
．
・
ノ
♪
，
響
・
引
）
コ
●
ノ
、
、
：
ζ
’
．
・
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．
・
！
’
●
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噂
．
ノ
，
二
．
》

Ψ
一
　
牧
水
先
生
の
生
涯
四

母
水
先
生
の
二
酋
の
姉
の
主
人
・
今

～
　
西
吉
郎
が
校
長
の
羽
坂
尋
常
小
学
校

　
に
通
わ
せ
る
二
と
に
し
ま
し
た
。

薦
難
露
貸
舟

～　の
で
、
山
陰
か
ら
こ
の
小
学
校
に
通

　
　
牧
水
先
生
が
六
才
の
と
き
お
父
き

．
ん
が
西
郷
村
の
小
川
部
落
に
牙
院
を

　
造
り
ま
し
た
の
で
一
家
あ
げ
て
そ
こ

　
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
、
勿
論

　
移
り
切
り
に
移
る
と
い
う
の
で
は
な

　
く
、
い
わ
ば
出
稼
ぎ
の
様
な
形
で
あ

・
り
ま
し
た
。

　
　
牧
水
先
生
と
お
母
さ
ん
は
五
、
六

　
人
の
見
送
り
ゃ
出
迎
の
人
た
ち
と
一

　
緒
に
珍
神
山
の
五
本
松
峠
を
越
え
て

　
行
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
峠
で
ひ
と

　
休
み
し
た
の
で
し
た
が
、
そ
の
時
牧

　
水
先
生
は
自
分
が
可
愛
が
っ
て
い
た

　難
　
に
居
た
一
《
が
五
キ
ロ
の
道
を
帰
つ

　
て
こ
ま
を
連
れ
て
来
て
よ
う
や
く
肝

　
ん
し
ゃ
く
が
お
き
ま
り
ま
し
た
．
、

　
　
明
治
二
十
五
年
四
月
に
田
代
尋
常

小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
通
学

　
距
離
が
遠
い
の
で
欠
席
が
ち
で
し
た

お
母
さ
ん
が
心
配
し
て
牧
水
先
生
を

山
陰
の
叔
父
純
曽
の
家
に
預
け
て
牧

ど
よ
ノ
＼
華
」
ノ
＼
れ
た
，
二
の
妻
女
豊

徒
が
学
校
に
指
輪
を
し
て
来
て
い
た
》

の
を
校
長
先
生
が
禁
止
き
れ
た
が
、
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

多
、
れ
で
も
二
、
三
の
女
生
徒
が
し
て
“

来
る
の
で
私
達
が
と
り
あ
げ
て
石
で
乎

た
た
い
て
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
ヤ

秘
境
篤
露
場
熱

一
席
に
立
た
・
れ
出
れ
が
・
・
か
・
　

詰
問
き
れ
た
が
巨
頭
を
下
げ
て
だ
ま
タ

っ
て
い
た
ら
牧
水
君
が
頭
を
上
げ
て
麗

「
私
が
し
ま
し
た
」
と
云
っ
て
私
共
ヂ

の
罪
を
一
身
に
背
負
っ
て
戻
れ
た
こ
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
裕

　
夏
に
な
る
と
一
緒
に
坪
谷
川
に
水
州

泳
に
行
・
ま
し
・
．
・
分
た
・
は
川
〉

に
行
く
と
着
物
を
ぬ
ぎ
捨
て
川
に
飛
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翠

学
す
る
に
は
上
川
を
渡
有
で
渡
り
細
㍉

い
山
道
を
一
人
と
ぼ
と
ぼ
と
通
わ
ね
舜

ば
な
ら
な
い
の
で
こ
れ
も
続
か
ず
再
解

び
小
川
に
引
と
ら
れ
、
そ
の
秋
に
一

腸灘
ｫ
糊
灘

旦
局
与
青
え
は
牧
水
先
生
の
思
い
　

翻
論
蒲
毅
議
縫
　

校
必
ず
本
を
読
ん
で
い
た
・
三
・
覧

年
の
頃
に
は
自
分
）
読
ん
宗
説
淘

込
ん
だ
が
、
牧
水
君
は
着
物
を
た
た
、

み
そ
の
側
に
草
履
を
き
ち
ん
と
旧
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

て
川
に
入
〔
．
た
、
こ
ん
な
に
犯
帖
面
～

で
し
た
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
κ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
（
塩
．
月
儀
　
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∫

町報とうこう
（7）

顎

■際竃キ，

墾
ン’ク

土づくりから

ゆ

　4月25日、菊愛好家による一菊

づくり講習会」が開かれました、

　これは、東郷町菊愛好会（会長

都甲伊助きん）が、講師に小野田

の瀬戸口房代きんを招き、これま

でに瀬口口きんの手によるプリン

ト教本で学んだものを実地によっ

て受講したものです。

　当日は、会場の老人福祉館に会

員25名が出席して熱心に勉強しま

したが、秋にはそれぞれの家庭で

見事な花が開くことでしょう一

健康の増進

　町の国体推進協議会が、宮崎因

体標語の看板を建てました．

　設置場所は、総合グランドに近

い町立病院敷地の一角で、設置の

目的は、来年の国体を契機に町民

の．スポーツへの関心を深め、健康

増進によって明るい家庭づくりを

図ろうというものです、

　看板は高き5ηzの三角柱で、三

面に国体スローガンの「伸びる心、

伸びる力、伸びる郷土．の文字と

国体マークが書かれています．

噸

圭
尉
協
“
だ
よ
り
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋

今
月
の
う
ご
き
（
6
月
行
事
）

▽
青
年
研
修
会

▽
郡
女
子
研
修
会

　
　
　
6
月
2
4
日
～
2
5
日
（
北
浦
）

購
撮
協
蟹
欝
鱗
騰

　
役
員
の
先
進
地
研
修

　
役
員
．
の
県
外
先
進
地
研
修
旅
行
を
六

月
下
旬
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
細
部
に

つ
い
て
は
、
地
区
会
長
に
問
い
合
わ
せ

灘

ー

ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ご
う

　
雨
の
日
は
自
動
車
の
ス
リ
ッ
フ
が
な

が
く
な
り
晴
天
の
日
の
倍
近
く
も
停
車

し
ま
せ
ん
．
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
を
し
な

い
よ
う
に
安
全
運
転
を
し
ま
し
よ
う
，

　
ス
リ
ツ
フ
は
転
落
事
故
に
も
つ
な
が

り
、
特
に
路
肩
が
弱
く
な
一
．
て
き
た
り

し
て
思
わ
ぬ
事
故
に
な
り
ま
す
．
．

　
町
内
一
円
、
道
路
状
態
、
決
し
て
よ

い
と
は
い
え
ま
せ
ん
し
、
梅
雨
期
は
こ

の
種
の
事
故
が
特
に
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
み
ん
な
で
安
全
運
転
を
心
が
け
て

く
だ
き
い
，

集
中
豪
雨
な
ど
に
備
え
よ
う

　
い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
で
す
が
、
恩

わ
ぬ
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
発
生
す

　
地
区
青
弓
長
が
決
定

　
▽
海
野
傑
（
寺
迫
）
▽
矢
野
博
（
福

瀬
）
▽
畝
原
一
男
（
小
野
田
）
▽
寺
田

美
利
（
鶴
野
内
）
▽
佐
藤
隆
幸
（
迫
野

内
）
▽
寺
原
弘
良
（
羽
坂
）
▽
児
玉
富

士
夫
（
田
野
）
▽
海
野
洋
文
（
坪
谷
）

▼
中
里
定
幸
（
越
表
）

　
　
　
　
　
　
　
（
町
青
協
広
報
部
）

て
参
加
を
申
し
込
ん
で
く
だ
き
い
．
．

　
六
月
十
日
が
申
し
込
み
期
限
で
す
．
．

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
八
月
ヒ
旬
に
郡
大
会
の
予
選
を
兼
ね

て
町
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
婦
協
）

る
よ
う
に
な
り
ま
す
，

　
普
通
は
何
・
も
感
じ
な
い
裏
山
の
小
谷

や
溝
も
土
砂
や
木
な
ど
が
つ
ま
　
．
て
い

る
と
鉄
砲
水
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
．
の

で
す
．
、
も
う
一
度
自
分
．
の
家
周
辺
を
調

査
し
て
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

警
．
察
官
募
集

　
本
年
度
の
警
察
官
募
集
を
つ
ぎ
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
．
．

　
▽
大
学
卒
業
者

　
受
付
　
6
月
1
日
～
6
月
2
0
日

　
一
次
試
験
　
8
月
6
日

　
二
次
試
験
　
8
月
3
1
日
～
9
月
1
日

　
▽
高
校
卒
業
者

　
受
付
　
8
月
1
日
～
9
月
2
0
日

　
一
次
試
験
　
1
0
月
2
9
日

　
二
次
試
験
　
1
1
月
1
6
日
～
1
1
月
1
7
日

詳
細
は
駐
在
所
に
問
合
せ
く
だ
き
い
．
．

　
　
　
　
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
所
）
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…
お
し
ら
せ

…

…
騨
嶋

町
誌
の
頒
布
に
つ
い
て

1

一一ド’〆ダ’一一’’’”一一，，r，，＿＿」，　，　F＿＿ド魯

　
二
月
の
二
二
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

町
誌
の
頒
布
に
つ
い
て
は
、
現
在
各
区

長
、
組
合
長
に
文
書
を
通
じ
て
取
り
ま

と
め
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
．
．

　
希
望
者
に
は
実
費
二
千
円
（
た
だ
し

町
内
の
一
世
帯
一
冊
に
限
り
千
円
）
で

頒
布
し
ま
す
の
で
、
予
約
金
五
百
円
を

添
え
て
組
合
長
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

新
　
刊
　
書

（
中
央
公
民
館
図
書
室
）

▽
ル
ー
ツ
・
上
（
ア
レ
ツ
ク
ス
・
ヘ
ン

リ
ー
）
▽
　
お
葉
子
放
浪
記
（
西
村
滋
）

▼
日
本
の
む
か
し
話
（
永
田
義
直
）

▽
こ
ん
な
学
校
も
あ
る
（
堀
真
一
郎
）

▼
南
蛮
入
の
み
た
日
本
（
佐
久
間
正
）

▽
日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
（
篠
田
雄
次
郎
）

▽
ゲ
ン
コ
ツ
お
や
じ
教
育
論
（
近
藤
啓

太
郎
）
　
▽
人
間
の
証
明
（
森
村
誠
一
）

▽
果
て
し
な
き
流
れ
の
申
に
（
藤
原
て

い
）
　
∵
密
会
（
安
部
公
房
）

事
業
所
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
六
月
十
五
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い

に
事
業
所
統
計
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す

　
こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
に
実
施
き
れ
、
各
種
施
策
の
基
礎

資
料
と
す
る
も
の
で
つ
ぎ
の
三
調
査
に

分
け
て
行
な
い
ま
す
。

　
甲
調
査
　
民
営
の
事
業
所
が
対
象

　
乙
調
査
　
旅
館
、
理
髪
店
な
ど
一
部

の
サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業
所
が
対
象

梅
雨
時
の
晴
れ
間

さ
あ
窓
を

開
け
て

カ
ピ
く
さ
い

空
気
を

い
れ
か
え
，

よ
う

ん
、

1

、

＼
＼

？

今
月
の
税
金

町
　
県
　
民
　
税
　
　
1
　
期

納
期
限
　
6
月
5
0
日

　
丙
調
査
　
国
、
地
方
公
共
団
体
お
よ

び
公
共
企
業
体
の
事
業
所
を
対
象
。

　
多
忙
な
時
期
で
す
が
、
調
査
員
が
訪

問
し
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一

く

右がし

口、εし

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
、
、

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．
．

▽
福
瀬
の
岩
田
賢
一
き
ん
か
ら

　
　
　
（
イ
シ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

▽
寺
迫
の
僑
口
忠
孝
さ
ん
か
ら

　
　
　
（
和
夫
さ
ん
・
囮
歳
ご
死
去
）

▽
黒
瀬
の
岩
本
義
広
き
ん
か
ら

　
　
（
ミ
サ
子
さ
ん
・
6
9
歳
ご
死
去
）

▽
福
瀬
の
岩
田
百
合
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
（
正
昭
さ
ん
・
5
0
歳
ご
死
去
）

▽
寺
迫
の
高
瀬
秋
三
き
ん
か
ら

　
　
　
（
ッ
チ
き
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

「
、
迫
野
内
の
黒
木
武
平
き
ん
か
ら

　
　
（
ト
ク
エ
き
ん
・
6
9
歳
ご
死
去
）

▽
寺
迫
の
高
瀬
眩
義
さ
ん
か
ら

　
　
　
（
ス
ギ
き
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

7
小
野
田
の
西
井
キ
ミ
エ
き
ん
か
ら

　
　
　
（
進
き
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
　
6
月
2
0
日
（
火
曜
日
）

＿＿一
ﾜちのうこぎ一一一．

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

人口6，737人　（÷25）

　男　3，296人　（÷10）

女　3，441人（＋15）

世帯数1，753戸（一8）

　　53年5月1日現在

　　（　　）は対前月比

層
蛮
艦
ド
、
’
．
（
　
戊
．
℃
、
　
　
．

　　　　　　　　　　　一　　’　　　　　　　　　～ρ＾　　　　　　　　ノ　　　　　　　一．．　　　一　　　　　〔　　．’　　　　一　　　一　．r　　㌦　ヒ！
ぐ一〔

　　　報　齪
　
　
　
擁

讃
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ぢ
や
ん
の
名

赤黒羽後寺稲黒

松木田藤原田木
美
香
子

理
　
奈

知
　
史

　
　
寿

雄
　
二

結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏

竹明和敏幸． d富一

　　　　　　　の一春司一．生一行人行男．名

寺寺小小羽小寺住
鎚舗坂臨所

与

直
　
　
野
　
　
健
　
　
一

二
　
　
中
　
　
智
　
　
子

橋
　
　
口
　
　
啓
　
　
二

柄
　
　
本
　
　
美
保
子

黒
　
禾

矢
　
　
勤

勲

中
　
　
竹
　
　
雄
　
　
一

安
　
　
藤
　
　
て
る
子

纏
　
田
　
太
　
美

H
　
　
越
　
　
文
　
　
子

菊鈴

田野

㎜
住
所

福
　
瀬

兵
庫
県

寺
　
迫

日
向
市
一

日
旬
↑
日
…

一
田
　
野

寺
　
迫
．

寺
　
迫

迫
野
内

一
二
瀬
…

千浅

代

美夫

日鶴

向野
市内．．

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

江
田．氏

高
　
瀬

名
　
一
年
齢
～
生
所

でツ

ン

85
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